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◆激増する熱中症死傷者数 

厚生労働省の発表により、昨年に職場で熱中

症にかかった人のうち、死者が 28人、労災の報

告義務がある４日以上の休業者が 1,150人に

のぼったことが判明しました。記録的な猛暑を背

景に、いずれも前年から倍増しており、４日以上

の休業者が 1,000人を超えるのは、恐らく過去

最悪の数字だということです。 

 

◆屋内作業でも要注意！かかりやすいのはどん

なとき？ 

業種別では、従来から発生数の多かった建設

業のほか、屋内作業が比較的多い製造業や運

送業も前年からほぼ倍増しています。熱中症が

発生しやすいのは、気温が高い日だけでなく、梅

雨の中休みや梅雨明け時など急に暑くなったと

き、熱帯夜が続いたとき、照り返しが強い場所な

どです。それほど気温が高くなくても湿度が高い

場合は発生しやすくなります。 

 

◆熱中症の諸症状 

初期症状では、めまいや立ちくらみ、また、一

時的に意識が遠のく、腹痛を感じる場合もありま

す。この状態で、意識がハッキリしているようであ

れば、すぐに涼しいところで休ませ、衣服を緩め

て風通しをよくし、体を冷やして適切に水分補給

すれば、多くの場合は改善します。しばらく様子

を見ても症状が改善しない、まっすぐ歩けない、

自力で水分補給できない場合には、すぐに医療

機関を受診しましょう。また、意識がない場合に

は救急車を呼びましょう。重症が疑われる場合

は、病院へ運ぶまで一人きりにしないことも重要

です。 

 

◆職場でおこなうべき熱中症への予防策 

厚生労働省では、「STOP！熱中症クールワー

クキャンペーン」を展開し、職場での熱中症予防

のための重点的な取組みを進めています。まず

は、暑さ指数計の準備、熱中症予防管理者の選

任、適切な作業計画の策定、緊急時措置の確

認、教育研修を行うなど、管理体制の整備が必

要です。その後、以下のような対策をしていきま

しょう。 

①暑さ指数（ＷＢＧＴ値）の把握、②休憩場所

の整備、③涼しい服装の推奨、④作業時間の短

縮（暑さ指数に応じて休憩）、⑤熱への順化（暑さ

に徐々に身体を慣らす）、⑥水分・塩分の摂取 

（定期的な水分・塩分摂取）、⑦健康診断結果に

基づく措置（リスクの高い疾患がある従業員には

人員配置の際に医師の意見を聞く）、⑧日常の

健康管理、⑨労働者の健康状態の確認、⑩熱中

症予防管理者による巡視 

【厚生労働省「令和元年 「 STOP！熱中症 クー

ルワーク キャンペーン 」 実施要綱」】 

https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/

000510255.pdf 
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職場におけるハラスメントの実態の連合調

査から 

連合は、国際労働機関（ＩＬＯ）の総会で「仕事

の世界における暴力とハラスメント」に関する条

約案が採択されるよう、日本政府に条約案の支

持と採択後の批准を求めていますが、このたび、

職場や就職活動におけるハラスメントの実態を

把握して条約の必要性をアピールするため、「仕

事の世界におけるハラスメントに関する実態調査

2019」をインターネットリサーチにより実施しまし

た（対象は全国の 20 歳～59 歳の有職者 1,000 

名）。その調査結果の一部を紹介します。 

 

◆ハラスメントの有無 

「職場でハラスメントを受けたことがある」と答

えたのは全体の 38％。決して少なくない数です。

そして、そのうちの 54％が「仕事のやる気がなく

なった」と回答しています。また、22％が「心身に

不調をきたした」、18.9％が「仕事を辞めた・変え

た」と答えています。 

 

◆ハラスメントの種類 

「受けたことのあるハラスメントの内容」につい

ては、「脅迫・名誉棄損・侮辱・ひどい暴言などの

精神的攻撃」が最も多く 41.1％、「業務上明らか

に不要なことや遂行不可能なことの強制、仕事

の妨害などの過大な要求」が 25.9％等、パワー

ハラスメント（以下、パワハラ）に該当しうる行為

を受けたという人が散見されました。「セクシャ

ル・ハラスメント」（以下、セクハラ）は 26.7％で、

男性よりも女性のほうが高く、女性の約４割が受

けたと答えています。 

 

◆ハラスメントの相手 

“上司”からのハラスメントで多いのは、「脅迫・

名誉棄損・侮辱・ひどい暴言などの精神的攻撃」

が最も多く 28.1％、“同僚”からのハラスメントは、

「人間関係からの切り離し」が 19.4％と最も高く

なりました。また、“取引先”からのハラスメントで

は、「セクハラ」が 28.1％、“顧客”からのハラスメ

ントでは、「精神的な攻撃」が 23.3％で最も高くな

りました。 

 

◆ハラスメントを受けた時の相談相手 

 ハラスメントを受けた時、56％が誰かしらに相

談していて、その相手として多いのが、「職場の

上司・先輩」（23.7％）、「職場の同僚」（18.1％）、

となっています。一方で、ハラスメントを受けたこ

とのある人の半数近くが「誰にも相談しなかった」

と回答していますが、その理由は、「相談しても

無駄だと思ったから」が圧倒的の 67.3％でした。 

 

◆就職活動中におけるセクハラ 

就職活動を行った人（835 名）への就職活動中

にセクハラを受けたことがあるかという質問に対

しては、89.5％が「受けたことはない」との回答で

した。「受けたことがある」10.5％のうちでは、20

代男性が最も多く、５人に 1 人の割合であること

がわかりました。 

また、セクハラの内容としては、「性的な冗談

やからかい」（39.8％）、「性的な事実関係（性体

験など）の質問」（23.9％）、「食事やデートなどへ

の執拗な誘い」（20.5％）となっています。「性的

な冗談やからかい」は、主に“人事担当者”から

受け、「食事やデートへの執拗な誘い」や「性的

な関係の強要」といったハラスメントは、“ＯＢ・Ｏ

Ｇ”から受けたとの回答が目立ちました。 

 条約の行方はともかく、ハラスメントへの対策

は、当事者が傷つくばかりではなく、企業イメー

ジを損ね、採用や人材定着にも影響を与えるも

のです。企業にも一層の気遣いが求められると

ころです。 

 

 

 

 

 

新事務所を小倉駅北口 AIM ビル 6F に構え

て１ヶ月が過ぎ、やっと事務所らしい部屋になり

ました。 

事務所では企業様の相談、個人のキャリアコ

ンサルティングを行っています。社員の方で、ご

自分のキャリアに不安を持たれている方に、セル

フキャリアドックを実施されてはいかがでしょうか。

お問合せいただければ、詳しい説明をさせてい

ただきます。                 （武瀬） 


